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1　はじめに

自然言語の音声の自動的な認識と合成の技術は近年長
足の進歩を遂げている。たとえば日本の衆議院はすでに
2011年から議事録作成に音声認識の技術を活用してお
り（河原 2012）、Apple iOSやGoogle Documentといっ
た一般ユーザー向けの製品にも、使用者の音声データを
認識するシステムや合成音声によるユーザーインター
フェースが搭載されるようになっている。

いっぽう少数言語やいわゆる危機言語については、音
声認識や音声合成を含む自然言語処理に過大な期待をか
けられないとする見解もあり、たとえば2016年には国
際連合の先住民問題に関する常設フォーラム第15会期
の専門家グループ会議において、Google社の技術者が

「先住民の言語のための大きな潜在的可能性がある」「先
住民の共同体は自分たちの言語と文化を保存し発展させ

る助けとして技術を活用することができる」としつつも、
「すべての言語による機械翻訳や音声認識を期待するな」
とし、その理由として、包括的な語句のリストや大量の
対訳付きの資料がサンプルとして必要なことなどをあげ
ている（Cornelius 2016）。

アイヌ語は、確かに日本語のような勢力の大きい言語
に比べると、機械（AI）が学習のために利用できる資
料の量は小さい。それでもこれまでの記録活動や言語学
的分析によって、方言は限定されるものの、比較的まと
まった量の音声資料が記録され、包括的な辞書や対訳テ
キストの整備も行われてきた。また辞書や語彙集そして
文字化・対訳つきの音声資料の公開も進み、インター
ネット上のアーカイブとして自由に利用できる環境も整
備されつつある（国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカ
イブ、平取町立二風谷アイヌ文化博物館、AA研アイヌ
語資料公開プロジェクトなど）。従って、技術にアクセ

北海道博物館アイヌ民族文化研究センター研究紀要　Bulletin of Ainu Culture Research Center, Hokkaido Museum 7: 1-8, 2022

AIによるアイヌ語の自動処理
―実現したこと、期待されること、やるべきでないこと―

奥田統己

目次	 1　はじめに
	 2　目標をどこに設定するか
	 　(1)　少数・危機言語としての目標設定の特質
	 　(2)　目標の提案
	 3　実現したこと
	 　(1)　アイヌ語音声の認識と文字化出力
	 　(2)　アイヌ語の音声とテキストの同期
	 　(3)　音声資料中のアイヌ語／日本語発話の判別
	 　(4)　音声資料の学習に基づく音声合成
	 4　期待されること
	 　(1)　アイヌ語音声の認識率の向上
	 　(2)　物語中の特定の表現の文脈の文字化・抽出と物語のパターン認識
	 　(3)　アイヌ語の自動翻訳
	 5　やるべきでないこと
	 　(1)　話者・遺族の人格権・著作権を侵害しない
	 　(2)　学習者の機会を奪わない
	 　(3)　アイヌ語の将来への日本語の影響を機械で増幅しない
	 参考文献

Key Words アイヌ語（Ainu）、自然言語処理（Natural language processing）、自動音声認識（Automatic speech 
recognition）、研究と技術の倫理（Ethics in research and engineering）

奥田統己：札幌学院大学

論 文

1

01_Okuda.indd   1 2022/03/17   17:20:37



Title:01_Okuda.indd　p2　2022/03/16/ 水 09:42:00 Title:01_Okuda.indd　p3　2022/03/16/ 水 09:42:00

スすることさえできれば誰でも、アイヌ語の音声を認識
したり合成したりすることを試みることができる条件が、
既に現実に存在する。

そこで本稿では、まず、2018年度からアイヌ語の自
動音声認識のプロジェクトに参加した経験に基づき、機
械による音声認識や音声合成が、的確に目標を設定すれ
ば実用可能な水準で、アイヌ語の研究、学習そして復興
に対して貢献しうることを紹介し、さらに今後のアイヌ
語自動処理の目標設定についての見通しを述べる。つい
で、アイヌ語の置かれた社会・政治的状況に照らし、自
然言語処理の活用にあたっての留意点を、とくに話者・
遺族の権利の保障、学習者の機会の保障、大言語の影響
の認識と統制といった側面から論じる。

2　目標をどこに設定するか

（1）　少数・危機言語としての目標設定の特質
筆者が参加した研究プロジェクト（科学研究費助成事

業（挑戦的研究（萌芽））「アイヌ語アーカイブを対象と
したEnd-to-End音声認識の研究」（2018年度〜2020年
度、研究代表者:河原達也）、成果報告は河原ほか 2020、
松浦ほか 2021、Matsuura et al. 2020など）は、自然
言語の音声認識の専門家である京都大学大学院情報学研
究科の河原達也教授を代表者とするものであり、とくに
音声の処理が当面の目標となっている。具体的には、日
本語や英語などのような言語に比べて小さい規模の辞書
やデータのみが存在する言語あるいはある言語の方言に
ついて音声の自動認識を当面めざしている。

ここでまず問題になるのは、生成される結果をどのよ
うに利用するかである。日本語などの場合には、実用化
されている用途として上述した国会での議事録作成や中
継でのテロップのような、新たに発せられた音声の文字
化と記録あるいは聴覚障害者に対する情報保障が考えら
れ、またApple社のSiriのような人間—機械間の音声に
よるインターフェースも広く利用されている。同様の目
的は本来言語を問わず実現されるべきものではあるが、
アイヌ語を含む少数・危機言語の場合は、まず言語その
ものの社会のなかでの地位を高めることが必要であり、
その際には後述するようにむしろ自然言語処理を慎重に
導入すべき場合もある。つまり少数・危機言語に自然言
語処理の技術を導入する場合は、まずその言語の社会的
地位を高めるため、とくに整理・記述・公開・学習・復
興にどう役立つかという観点から目標を立てるべきであ
る（同様の見解はCornelius 2016も示している）。

さて日本語などの場合は、母語話者の人口が多く認識
対象の言語の記述も進んでいるので、人力による文字化
の精度を高めること自体は難しくない。機械による音声

認識を行う場合も、認識結果を人力で修正・編集して最
終出力を得ることを前提に、時間や労力を軽減して業務
の効率を高めることの支援が主な目的になる（猿谷 
2012、河原 2012）。

いっぽうアイヌ語のような少数・危機言語の場合は、
音声資料を文字化する訓練を受けた研究者や学習者の人
数自体が少なく、記述も進んでいないので、人間と機械
とのあいだの役割分担は大言語の場合と同じではない。
たとえば機械が既存の辞書類や文字化コーパスを最大限
に学習して音声認識の結果を出力したとして、残る未認
識の部分は研究者にとっても未知の語句や表現であるこ
とが考えられる（3（1）参照）。そうした未知の部分を
記述することはアイヌ語学の主要な課題であり、当該資
料の文字化作業のなかでも大きな比重を占める。つまり
文字化作業の労力全体のうち機械によって軽減できる部
分は大言語の場合に比べて小さいことが予想される。ま
た少なくともこれまでは、アイヌ語の音声資料を文字化
する主な目的は研究と学習のためであり、アイヌ語音声
を人力で文字化―いわゆるディクテーション―すること
や、その結果を他の学習者や研究者との討議によって修
正したり未知語の記述を試みたりすることなどが、学習
の手段となってきた（5（2）参照）。このように、整
理・記述・公開そして学習にとって、アイヌ語の文字化
作業を機械で代替することの目標をどのように設定すべ
きかは、実情に即した検討が必要な課題である。

（2）　目標の提案
そこで筆者は本研究プロジェクトの初期の段階で、自

動音声認識の精度向上をはじめとする大言語の場合と共
通の目標に加えて、アイヌ語の音声資料の整理・公開、
さらには教材作成や学習のために有用と考えられるいく
つかのアイディアをあわせ、以下のような目標を提案し
た（一部のアイディアは安田益穂氏との意見交換のなか
で共有したものである）。

なおこの目標が前提としているアイヌ語音声資料の公
開の流れは、①音声資料のなかでの公開範囲を特定する
②語り手・遺族などの許諾を得る③公開範囲の音声に文
字化と訳注を与える④閲覧・検索を容易にするため音声
の時間軸と文字化テキストの位置を同期させ、音声と文
字を対応づけて表示するシステム上で公開する、である。
こうした流れによる公開作業は、本研究プロジェクトの
開始前からすでにAA研アイヌ語資料公開プロジェクト

（2014年度から）と国立アイヌ民族博物館アイヌ語アー
カイブ（2017年度から）で、④の作業を人力で実施し
ながら、進められてきた。
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1. アイヌ語音声>アイヌ語文字ほか
1.�1. アイヌ語音声を認識し、文字化テキストとして出

力する
　 : 研究プロジェクトの当面の目標である。
1.�2. アイヌ語音声を認識し、ポーズによって自動的に

または与えられたテキストの改行にしたがって、音声
の経過時間を出力する

　�: 音声資料の公開にあたって、上記④の作業の負荷を
軽減する。

1.�3. テープのなかに録音されているのがアイヌ語なの
か日本語なのかおよびその区間を判別する

　�: 内容がわからないテープに、保存と整理のための見
通しを与える。上記の①の作業の助けとなる。

※�1.2.と1.3.は1.1.の応用として考えられる。

2. アイヌ語音声>日本語意味
2.�1. 物語のアイヌ語音声を認識し、特徴的なキャラク

ターを示す表現の文脈を文字化して抽出する
　�: 音声の全体を聴かなくても、どういうキャラクター

が出てきてどうなるストーリーなのかを推定し、保存
と整理のための見通しを与える。実現すれば上の①の
作業の助けとなる。

2.�2. 物語のアイヌ語音声を認識し、日本語訳を出力す
る

　 : いわゆるアイヌ語日本語自動翻訳の実現となる。
※�2.2.は将来の目標であり、音声認識を主とする当面の

プロジェクトの視野を超える。

3. アイヌ語文字>アイヌ語音声
　�: 母語話者の発音、とくに母音や子音のような分節音

の発音だけではなく、アクセントやイントネーション
といった超分節的な特徴を学習して再現できれば、ア
イヌ語研究者の発音指導に基づく現在の教材を凌駕し
た教材を提供できる。

4. �アイヌ語話者が録音に記録した物語や例文の日本語
訳（北海道方言）の音声認識と文字化

　�: 整理作業の負荷を軽減する。またアイヌ語部分の音
声認識や意味解析の精度を向上させるためにも有効で
ある可能性がある。

5. 日本語文字（意味）>アイヌ語文字/音声
　�: 日本語アイヌ語自動翻訳の実現となるが、さまざま

な問題点に留意する必要がある（本稿で後述する）。

これらのうち、1.1.、1.2.、1.3.および3.が現在まで
のプロジェクトの具体的な目標となり、以下に示すよう

な成果が得られている。

3　実現したこと

本節では、河原ほか（2020）、松浦ほか（2021）お
よびMatsuura et. al. （2020）に基づき、上記の目標に
対して現時点までに得られた成果を概括的に紹介する。

（1）　アイヌ語音声の認識と文字化出力
音声認識装置があらかじめ学習するための音声資料と

文字化のセットが、一つの方言を話す複数の話者につい
て、じゅうぶんな量（今回のプロジェクトでは約40時間、
話者数は8名、なおそのうち1名によるものが全体の時
間の半分以上を占めている）利用できる場合は、そのな
かの一人の話者による新たなアイヌ語音声に対し、94%
の音素認識率・80%の単語認識率が実現した（河原ほか 
2020）。また一人の話者の音声—文字セットを学習対象
から外したうえで学習を行ったのち、学習対象から外し
た話者による音声を新たな認識対象とした場合には、平
均86%の 音 素 認 識 率 が 実 現 し た（Matsuura et. al. 
2020, 松浦ほか 2021）。

ここで認識の誤りとしているのは、学習データに専門
家が施した文字化と機械の認識結果とが食い違っている
場合である。そうした箇所を筆者が精査すると、目標設
定の段階で予測したとおり（2（1）参照）、学習データ
とした当該方言のコーパス中に出現せずまた当該方言の
辞書類にも記述されていない単語や句にあたる部分が含
まれていた。あるいは音の似ている複数の語形のどちら
か判断が難しい場合（たとえば名詞のあとに置かれた位
置名詞の短形のorと長形のoro）で、改めて確認すると
機械の認識結果のほうが音声により忠実なように考えら
れる箇所もあった。これは、少数・危機言語の記述研究
そのものの課題、つまり母語話者の協力を新たに得るの
が容易ではない場合に、既存の記録の本文確定を進める
過程で現れた未知のあるいは判断の難しい語句の形と意
味をどう確定するかという問題と並行的である。

なお本プロジェクトが認識対象としたのはいずれもメ
ロディーを伴わず語られる散文説話である。メロディー
を伴って歌われるジャンルである神謡や英雄叙事詩は、
音声資料の量がより少なくまた技術的にみて散文説話と
は異なる性質を持つので、現時点では対象に含めていな
い（松浦ほか 2021）。

（2）　アイヌ語の音声とテキストの同期
アイヌ語の音声を自動的に認識して文字化できるなら

ば、その出力を既存の（人間による）文字化テキストと
照合し、文字化テキストの改行などの区切りに対応する
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音声の経過時間を出力したり、逆に音声の一定以上の
ポーズに対応して文字化テキストに区切りを与えたりす
ることで、音声資料と文字資料を同期させることができ
るはずである。

すでに、与えられたテキストを音声認識の出力と照合
することで音声とミリ秒単位で同期することは、現在の
認識率でほぼ実現しており（河原ほか 2020）、10万円
台のノートパソコンの性能でも音声の実時間内に処理が
完了する。これまで人力で同様の作業つまりテキストの
区切りにあわせて音声の経過時間を記録したり音声ファ
イルを切り出したりする作業（2（2）に示した音声資
料の公開の流れの④）を行う場合は、筆者の経験では
1-2時間のアイヌ語音声でもまる一日（8時間程度）か
かっていた。またこの作業はアイヌ語資料の公開の一連
の作業のなかでももっとも単調でいわば機械的な部分で
あり、まさに機械によって代替することが望ましい。こ
の機能は2019年度に提供されたのち、さっそくその年
度からアイヌ語音声公開作業に活用されている（国立ア
イヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ、AA研アイヌ語資
料公開プロジェクト）。

（3）　音声資料中のアイヌ語/日本語発話の判別
言語研究者が遺した音声テープなどをアーカイブズと

して整理する際、あるいは博物館などに保管されたまま
内容がよくわからなくなっている音声テープの整理・保
存の計画を立てる際には、まずそれらのテープのなかに
どういう言語の音声が記録されているのかを確認する必
要がある。1本のテープの全体がひとつの言語だけで記
録されているとは限らないので、この確認作業にあたっ
ては、対象となる言語たとえばアイヌ語と日本語を判別
できる人間が、音声テープ全体の実時間ぶんかけて全体
を聴取することが必要だった。

これに対し、すでに音声認識の技術が確立している日
本語に加え、アイヌ語も3（1）で述べたように自動音
声認識ができるようになったので、ひとつの音源のなか
でアイヌ語と日本語それぞれの区間を自動的に特定する
ことも可能になった（松浦ほか 2021）。ただし現時点
での言語判別の単位は発話であるため、たとえばアイヌ
語の単語を示して日本語で意味を与えているというよう
にひとつの発話のなかに双方の言語が現れているのを判
別することは、なお今後の課題である。

（4）　音声資料の学習に基づく音声合成
現在までの研究プロジェクトでは、自動音声認識に加

え、母語話者による音声資料の発音を学習することで、
研究者が作文した散文の説明文のアイヌ語文字テキスト
をアイヌ語の合成音声として出力することも試みられた。

河原ほか（2020）はその成果を「白老町で行われたア
イヌ語アーカイブ研究会で実演したところ、博物館関係
者も『本当に本人が話しているように聞こえた』と感想
を述べられた。」と紹介している。なお河原ほか（2020）
は続けて「著作権や肖像権などの問題から慎重に扱う必
要があり、本物の録音と区別ができる仕組みを検討して
欲しいという意見もあった。」と述べており、この点に
ついては本稿の5でも論じる。

以下は筆者による直感的な評価であるが、単音の音価、
音節のタイミング、アクセント、イントネーションいず
れの面でも、このプロジェクトによる合成音声のほうが、
研究者が作文し発音指導をした現在市販されている学習
教材のなかの散文の日常会話例よりも、母語話者の発音
の再現性が高い。この評価が適切であれば、新たに作文
したために母語話者による発音例が得られないアイヌ語
の文章に対しても、より母語話者の発音に近い合成音声
を学習教材として利用できることになる。

またこれまでのアイヌ語の音声音韻の研究は、主に単
音を対象としており、音節のタイミング、アクセントお
よびイントネーションなどの音声実現にかんしては観察
の報告も記述研究も不足している。アイヌ語テキストの
音声合成の試みは、発音練習のための教材を提供するの
みならず、機械の出力した合成音声と研究者による予測
を突き合わせ、両者の食い違う点について母語話者の音
声に立ち戻って観察するなどの手順を取ることで、これ
までのアイヌ語研究の不足を補う手がかりを提供する役
割を果たすことが展望される。

4　期待されること

（1）　アイヌ語音声の認識率の向上
3 （1）で述べたように、現時点でアイヌ語音声の自

動認識に失敗している箇所には、既存の辞書やコーパス
に記述されていない語句、つまりこれまでのアイヌ語研
究にとっての未知の語句や音声に忠実な記述に失敗して
いる語句が含まれている。

現在のアイヌ語研究では、こうした未解明・未確定の
語句の分析にあたって、改めて母語話者に語形や意味を
確認するのが難しい場合、たとえば記録のなかから音声
的に類似する箇所を探して比較し、それらを同一の単語
なり表現なりとした場合の形の確定を試みたり、前後の
文脈から意味を推定したりすることで、既存の辞書や語
彙集にない情報を補うことも行われている。機械による
音声認識にあたっても、たとえば音声そのものあるいは
認識結果の音素列が類似している箇所を学習データの音
声から探索し比較対照することで、与えるべき音素列を
推定し、その結果によって学習データの文字化テキスト
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を自動修正するといったアルゴリズムを取り入れること
が考えられる。そうした技術が進展する先にあるのが、
人間の専門家による記述の成果を機械が超える、いわゆ
る人工知能の技術的特異点ということになる。ただちに
そうした状況になることを想定する必要はないが、すべ
ての「観察・記述の学」に対しては、そうした事態への
覚悟が求められるであろう。

（2）　物語中の特定の表現の文脈の文字化・抽出
と物語のパターン認識

この点は2（2）の2.1.にあげた目標に相当する。現
在得られている音声認識の文字化出力のなかから、ある
特定の語句を検索し、その前後の文脈をあわせて抽出す
るということはすでに可能である。アイヌ口頭文芸には
神、人間あるいは魔物といったキャラクターが物語中で
一定のパターンの行動をとり形容されることがあるので、
そうしたパターンに親しんでいる人であれば、たとえば
物語中に語られるkamuy（「神」）という語を前後の一
定の範囲の文脈とあわせて出現順に抽出したものをみる
だけで、「どういう神様が出てきてどうなる物語か」を
推定することができる場合もある。

以下はすでに音声自動認識そのものの研究課題を超え
るが、そうしたアイヌ口頭文芸の展開やキャラクターの
扱いのパターンを機械に学習させることで、音声自動認
識の出力を入力とし、「どういうキャラクターが登場し
てどうなる物語か」を自動認識して出力することができ
るようになれば、3（3）に紹介した音声資料中のアイ
ヌ語/日本語発話の判別に加えて、既存の音声テープな
どの内容の推定と整理・保存作業の計画立案のための労
力の一部を自動化することができることになる。

（3）　アイヌ語の自動翻訳
この点は2（2）の2.2.および2（2）の5.に相当する。

少数・危機言語に対しても普遍的に技術が提供されるべ
きだとすれば、現在日本語や英語のような大言語に対し
て提供されている自動翻訳や、Apple社のSiriのような
人間と機械のあいだのインターフェースも実現されるべ
きだということになる。1で参照したGoogle社の技術者
の見解（Cornelius 2016）はこうした議論に対して現
実的な困難を指摘したものである。しかしやはり1で述
べたとおり、アイヌ語にはある程度の記述データが存在
するので、技術へのアクセスが容易になりまた予算的な
裏づけが得られるならば、そのうち誰かが手をつけるだ
ろう。

5　やるべきでないこと

以下では、アイヌ語のような少数・危機言語の機械に
よる処理について「そのうち誰かが手をつける」ように
なる前に考えておかなければならない倫理的な問題につ
いて論じる。

（1）　話者・遺族の人格権・著作権を侵害しない
3 （4）で紹介したように、音声資料の学習に基づく

ことで、「本当に本人が話しているように聞こえ」る音
声を合成することがすでに可能になっている。そうした
音声合成の技術によって、実際には話していないにもか
かわらず本人が話しているかのような音声が作成され拡
散されることになれば、いわゆるフェイク音声や母語話
者の名を借りた商業活動などに利用され、単なる道義的
問題を超えて本人または遺族の人格権が損なわれるおそ
れがある。

これに対し、口頭文芸作品や回想記録などにかかる著
作権は、そこで表現されている思想・感情を再現せずに
当該の音声を機械が学習するデータとして利用するかぎ
りには、ただちに侵害されるということはできない。し
かしたとえば文字テキストのみが知られている語りに新
たに合成音声を付与するといったような試みでは、もと
の語りが二次利用されることになるので、原著作権の権
利者の許諾を得るなどの手続きが必要になる。

なお昔話や民謡などのいわゆる口頭伝承作品の場合に
は、すでに創作から長い時間が経過し著作権の保護期間
が切れているという考えがある。たとえば社団法人著作
権資料協会（1990）は「Q&A 民話、伝説などを『聞き
書き』したものも著作物ですか?」の項目で「民話、伝
説など地域に伝承される話の大筋はそのままで、枝葉に
おいて多少の修正増減を加えただけのような場合は、そ
こに新たな創作性は認められず、新たな著作物ではあり
ません。」と述べている。しかしここで問題となるアイ
ヌ語の物語テキストなどの場合には、伝承のもととなっ
た語り手の口演とそれを聞き覚えた語り手による口演の
双方が記録されている場合があり、それらを比較すると、
全体の展開や個別の常套句などには共通性がみられるも
のの、具体的な内容と表現には大きな違いが指摘できる
ことが繰り返し報告されている（大谷 1997 1998 1999、
静内町教育委員会編 1991）。社団法人著作権資料協会

（1990）も上に引用した箇所の後段で「修正増減を加え
ただけなのか、それとも新たな創作性が認められるもの
であるかは、個々の事例に従って判断するしかありませ
ん。」としているように、アイヌ語の口頭文芸の場合も、
著作権の発生の要件である「思想・感情の創作的な表
現」が新たに行われているかは個別に判断することが必
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要であり、「口頭伝承なので著作権の保護期間はすでに
経過している」と一律に判断することはできないであろ
う。

また著作権その他の権利をたとえば地元の共同体が委
託を受けたり一元的に管理したりというような伝統や慣
行はアイヌ民族の場合一般的ではない。これまでの記録
のなかでは、語り手が「この話はいついつに誰それから
聞いた」と個人から個人への伝承を意識している事例が
繰り返し報告されている。研究機関などがアイヌ語の学
習、復興、継承活動のために著作物や肖像などを利用す
る場合も、個別に語り手またはその家族に許諾を得ると
いう手続きが、北海道博物館アイヌ民族文化研究セン
ターをはじめ複数の機関で行われている（具体的な手続
きの例は北海道立アイヌ民族文化研究センター研究課 
2011 参照）。アーカイブズであれ教材作成であれ言語
学的研究であれ、利用目的にかかわらず第一に尊重しな
ければならないのは語り手本人と家族・遺族の意思であ
る。

さてインターネット上のアーカイブズなどに誰でも利
用できる形で音声資料が公開されている場合は、利用目
的を事前に確認して資料にアクセスさせるというかたち
をとることが難しい。本項で例示したような話者・遺族
の人格権・著作権を保護するために現実に可能な手段と
しては、目的にかかわらず「話者・関係者の財産権と人
格権を侵害する利用を禁止」することを、公開サイトの
利用条件として明示すること、そして公開サイトがわの
責任として、インターネット上での継続的なパトロール
を行い、人権を侵害しているコンテンツの公開停止を働
きかけることなどが必要になるであろう。

（2）　学習者の機会を奪わない
2 （1）でも述べたとおり、これまでに記録された音

声資料を文字化したり対訳と注解を与えたりする作業は、
アイヌ語学習の重要な機会である。それだけではなく音
声資料の公開準備作業のなかでも、学習者と研究者が共
同で討議して記述を進めながら、学習者の育成を図るこ
とも行われている（たとえば中川 2016）。

いっぽうそうした作業の対象となる音声資料は、現在
のアイヌ語の社会言語学的な状況のなかでは事実上有限
である。もちろんディクテーションによる学習自体は
いったん文字化された音声資料を用いても可能であるが、
未記述の資料の文字化や訳を試みたり、資料の公開準備
作業に参画したりすることは、学習者にとって意義のあ
る経験となる。このことを考慮すれば、アイヌ語の音声
資料の整理・公開にあたっては、人間の学習者が機会を
得るまえに機械がすべて自動的に文字化さらには翻訳し
て公開準備が整う、というようなことにならないよう、

プロジェクトを管理すべきである。より一般化して述べ
るならば、「人間がやるべきことは人間がやる、機械が
やるべきことは機械がやる」という見通しを持つべきだ
ということになろう。

（3）　アイヌ語の将来への日本語の影響を機械で
増幅しない

少数・危機言語にとっては、言語資源が豊富で技術的
に先行している大言語の影響をどの程度こうむるか、あ
るいはどの程度排除するかが、その言語の将来を左右す
る大きな問題となる。

アイヌ語と日本語の場合は、両言語がある程度構文的
に類似しているので、日本語を入力として用意し、それ
を構文解析または形態素解析して単語または形態素をア
イヌ語に置き換え、人称などの処理を施すだけで、いち
おう文法的には認容されるアイヌ語を出力することも可
能である。しかしそうした日本語の単語を置き換えるよ
うな翻訳機械の出力が公開され、さらにそうした出力を
学習データとして利用する翻訳機械が現れるならば、機
械と機械のあいだで自動的に日本語直訳調のアイヌ語表
現が増幅されるおそれがある。

3 （4）では、新たに作文したアイヌ語を発音する際
の教材として、機械が生成した音声が有効と評価される
例を紹介した。しかしアイヌ語のとくに会話文について
は母語話者による記録が少ないので、機械に与える学習
データを注意深く統制しなければ、構文のみならず発音
の面でも日本語ふうのアイヌ語が自動的に生成され、教
材として提供されるようになるおそれもある。現実にイ
ンターネット上では「アイヌ語を話すロボット」と称し
て日本語直訳調のアイヌ語会話文を日本語ふうの発音や
アクセントで出力した試みがすでに公開されている。

もちろん同様の問題は、人間の学習者による新たな作
文や発音、あるいはそのための教材一般について存在す
る。つまり作文や発音あるいは教材提供にあたっては、
日本語という周囲の大言語の影響がどのように存在する
かを意識的に認識し、それをどこまで認容するかを検討
すべきである。言い換えれば、日本語による原稿が先に
あり、それを直訳してアイヌ語に置き換えたり日本語ふ
うのリズムやアクセントでアイヌ語を発音したりするこ
とが、望ましいかたちでのアイヌ語の復興運動のかたち
なのか、それとも実際には日本語の思想と表現にアイヌ
語が従属していて機械的にアイヌ語としての外見を与え
られているのにすぎないのかを検討することは、アイヌ
語の将来にとっての大きな課題である。こうした課題が
機械によって過程を自動化することで見逃されることの
ないよう、注意する必要がある。

記述研究によるテキスト本文や意味の記述は、将来機

北海道博物館アイヌ民族文化研究センター研究紀要　第7号　2022年

6

01_Okuda.indd   6 2022/03/11   11:16:15



Title:01_Okuda.indd　p7　2022/03/11/ 金 11:16:13

械にとってかわられることを覚悟しなければならない。
しかしアイヌ語の将来への選択は、アイヌ民族自身の権
利であり、機械が置き換えてはならない。将来の課題あ
るいは理想としては、話者、遺族そして学習者の選択を、
自然言語処理と記述言語学の専門家が支えるかたちで、
人間による判断を経たアイヌ語の生成結果を多く生み出
していくことが望ましいだろう。
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�

AI-Aided Automatic Processing of the Ainu Language: 
What Has Been Done, What Is Expected to Be Done, What Should Not Be Done.

OKUDA Osami

�

In recent years, automatic speech recognition 
and synthesis technologies have advanced signifi-
cantly. While these technologies are expected to 
be applied to the world's endangered languages, 
there are skeptical views due to the limitation of 
resources. Based on the experience of the research 
project of Ainu automatic speech recognition and 
synthesis, the present author introduces some prac-
tical goals for the application of these technologies 

to Ainu concerning some particular situations of this 
language. In consideration of the social and politi-
cal situations in which Ainu is placed, this study 
further argues aspects including assurance of rights 
of Ainu speakers and their families, assurance of 
opportunities for learners, and awareness and regu-
lation of the influence of neighboring major lan-
guages such as Japanese.
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